


歴
史

地
域の

飛
騨
川
沿
い
の
河
岸
段
丘
上
に

発
展
し
て
き
た
川
辺
町

　
岐
阜
県
加
茂
郡
川
辺
町
は
、
大
和
朝
廷
の
成
立
期
よ

り
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
先
進
地
域
で
し
た
。
江
戸
時

代
に
は
飛
騨
川
水
運
で
栄
え
、
現
在
は
工
業
の
進
出
と

宅
地
化
に
よ
る
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
。
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地
域
の
歴
史

古
代
か
ら
開
発
が
進
ん
で
い
た
川
辺
町

　

岐
阜
県
の
中
南
部
に

位
置
す
る
加
茂
郡
川
辺

町
は
、
濃
尾
平
野
の
北

端
に
あ
た
り
平
野
部
と

飛
騨
山
地
の
接
点
で
す
。

西
・
南
が
美
濃
加
茂
市
、

北
が
七
宗
町
、
東
が

八
百
津
町
に
接
し
、
町

の
中
央
部
を
木
曽
川
支

流
・
飛
騨
川
が
北
東
か
ら
南
西
に

に
流
れ
、
そ
の
両
岸
の
河か
が
ん
だ
ん
き
ゅ
う

岸
段
丘

上
の
台
地
に
耕
地
・
宅
地
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
飛
騨
川
に
並
行
し

J
R
高
山
本
線
と
国
道
四
一
号
が

走
っ
て
お
り
、
町
内
に
は
高
山
本

線
の
中
川
辺
駅
・
下
麻
生
駅
が
あ

り
ま
す
。

　

飛
騨
川
流
域
の
集
落
群
と
し
て
、

当
町
の
上
川
辺
・
下
川
辺
・
比ひ

く

み
久
見

な
ど
に
縄
文
遺
跡
が
点
在
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
遺
跡
の
多
く
は

十
分
な
調
査
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま

埋
め
戻
さ
れ
、
縄
文
土
器
や
磨ま

せ
い
せ
き
ふ

製
石
斧
な

ど
の
出
土
品
も
多
数
が
散
逸
し
、
所
在
不

明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
弥
生
時
代
の
遺
跡

も
縄
文
遺
跡
の
継
承
で
、
同
一
地
域
か
ら

土
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
遺
物
も
現
在
で
は
多
く
が
所
在
不
明

と
な
っ
て
い
ま
す
。
古
墳
も
同
一
地
区
を

中
心
に
、
小
規
模
な
円
墳
が
一
〇
基
ほ
ど

現
存
し
て
い
ま
す
。
飛
騨
川
流
域
の
古
墳

は
川
辺
町
が
北
限
で
、
こ
れ
よ
り
北
で
は

金
山
町
・
下
呂
市
に
数
基
が
残
っ
て
い
る

だ
け
で
す
。

　
『
日
本
書
記
』
景け
い
こ
う
て
ん
の
う

行
天
皇
の
条
に
、

弟お
と
ひ
め媛

の
説
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。
景
行
天

皇
が
美
濃
に
行ぎ
ょ
う
こ
う幸
し
た
際
、
稀
に
見
る
美

人
と
評
判
の
八や
さ
か
の
い
り
ひ
こ

坂
入
彦
の
次
女
・
弟
媛
を

后き
さ
き

に
し
よ
う
と
泳

く
く
り
の
み
や宮（

現
可
児
市
）
に
止

め
置
き
ま
す
が
、
そ
の
心
を
動
か
す
こ
と

が
出
来
ず
、
替
わ
り
に
長
女
を
后
と
し
て

都
に
帰
っ
た
と
言
う
話
で
す
。
こ
の
行
幸

の
事
跡
は
川
辺
町
に
多
く
、
上
川
辺
に
は

天
子
の
渡
し
と
呼
ば
れ
る
渡
し
跡
が
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
御み

ざ

の
座
野
と
い
う
地
名
が

あ
り
、
こ
の
地
に
天
皇
が
滞
在
さ
れ
た
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
下
麻
生
に
は
天
子
の

滝
が
現
存
し
、
天
皇
が
身
を
清
め
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
川
辺
の
阿あ

ぶ

し

な

夫
志
奈
神
社

の
境
内
に
弟
媛
を
祀
っ
た
乙
姫
神
社
が
あ

り
、
弟
媛
は
后
に
な
る
の
を
き
ら
い
、
こ

の
地
に
逃
れ
て
き
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り

ま
す
。
景
行
天
皇
は
実
在
し
な
い
伝
説
上

の
人
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

事
跡
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、

大
和
朝
廷
草
創
期
よ
り
こ
の
辺
り
が
そ
の

勢
力
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

大
和
朝
廷
の
行
政
区
分
で
あ
る
国こ
く
ぐ
ん
り

郡
里

制せ
い

で
は
、
美
濃
国
に
は
当
初
一
四
郡
あ
っ

た
も
の
が
、
そ
の
後
一
八
郡
と
な
り
郷
の

総
数
は
一
三
一
郷
あ
り
ま
し
た
。『
和わ
み
ょ
う名

類る
い

聚じ
ゅ
し
ょ
う
抄
』
に
よ
れ
ば
、
当
町
域
に
は

壬み

ぶ部
・
川
辺
・
駅
家
の
三
郷
が
あ
り
、
壬

部
郷（
比
久
見
・
下
吉
田
・
福
島
）
は
平
城

京
跡
出
土
の
木も
っ
か
ん簡

に
名
が
あ
り
、
条じ

ょ
う
り
せ
い

里
制

の
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。
川
辺
郷
は
飛

騨
川
右
岸
の
西
栃
井
・
中
川
辺
・
石
神
付

近
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
駅
家
郷
は
延
喜
式

に「
加
茂
駅
、
馬う
ま
し
ひ
き

四
疋
」
と
あ
り
、
飛
騨

天子の渡しの現況

乙姫神社

川辺町
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地
域
の
歴
史
2

路
の
五
駅
の
ひ
と
つ
と
し
て
下
麻
生
に

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
の
川
辺
町

　

鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
は
、
有

力
な
御
家
人
を
国
ご
と
の
守
護
に
任
命
す

る
と
同
時
に
、
公こ
う
り
ょ
う領・
荘し
ょ
う
え
ん園
に
も
地
頭
と
し

て
御
家
人
を
配
し
ま
し
た
。
美
濃
国
の
守

護
に
つ
い
て
は
、
大お
お
う
ち内

惟こ
れ
よ
し義

や
梶か

じ
わ
ら原

景か
げ
と
き時

な
ど
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
全
て

の
氏
名
は
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
川
辺
町

付
近
の
地
頭
の
存
在
に
つ
い
て
も
記
録
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
の
勢
力
を
持
っ

て
い
た
川
辺
荘・
米
田
荘
の
二
つ
の
荘
園
に

は
、
地
頭
が
任
命
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

戦
国
時
代
の
当
地
に
は
、

飛
騨
川
左
岸
福
島
の
愛あ
た
ご
や
ま

宕
山

に
肥ひ

だ田
玄げ
ん
ば蕃
が
築
い
た
米

田
城
が
あ
り
、
玄
蕃
は
こ

の
城
を
拠
点
に
美
濃
加
茂

市
・
八
百
津
町
に
及
ぶ
広
範

囲
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

一
五
八
二（
天
正
一
〇
）
年

六
月
、
織
田
信
長
が
本
能
寺

で
敢
え
無
く
最
期
を
と
げ
る

と
、
金
山
城
主
・
森も
り

長な
が
よ
し可
は

本
能
寺
で
討
ち
死
に
し
た
蘭

丸
ら
三
人
の
葬
儀
と
称
し
て

行
列
を
進
め
、
途
中
か
ら
軍

装
に
変
じ
て
兼か
ね
や
ま
み
な
と

山
湊
で
木
曽

川
を
渡
り
、
米
田
城
を
攻
め

ま
し
た
。
米
田
合
戦
と
呼
ば

れ
た
こ
の
戦
い
で
肥
田
勢
は
敗
走
し
、
森

長
可
は
可
児
郡
・
加
茂
郡
を
支
配
下
に
収

め
、
翌
年
に
は
土
岐
郡
に
進
出
し
て
東
濃

一
帯
に
勢
力
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
可
は
小
牧
長
久
手
の
戦
い
で
秀
吉
方
と

し
て
参
戦
し
戦
死
、
家
督
を
継
い
だ
忠
政

は
、
徳
川
家
康
に
従
い
、
一
六
〇
〇（
慶
長

五
）
年
に
信
濃
四
郡
に
移
封
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
村
々
と
能の
こ
や
ま

古
山
騒
動

　

江
戸
時
代
の
当
町
域
は
、
幕
府
直
轄
領
、

尾
張
藩
領
、
旗
本・
大
島
氏
領
に
分
割
統
治

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
を
通
し
て

領
主
変
更
が
あ
り
ま
し
た
が
、
幕
末
時
点

で
は
鹿か
し
お塩
村
・
下
川
辺
村
・
西
栃
井
村
・
石

神
村・
上
川
辺
村
が
幕
府
直
轄
領
、
下
麻
生

村
・
下
吉
田
村
・
比
久
見
村
・
福
島
村
・
下

飯
田
村
が
尾
張
藩
領
、
中な
か
の
ば
ん

之
番
村・
東
栃
井

村
が
大
島
氏
領
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幕
府

直
轄
領
の
下
川
辺
村
に
は
笠
松
代
官
下
川

辺
役
所
が
あ
り
、
加
茂・
武
儀・
郡
上
の
三

郡
の
幕
府
直
轄
領
を
統
括
し
て
い
ま
し
た
。

川
辺
町
と
七
宗
町
の
境
界
に
そ
び
え
る
能

古
山
は
、
周
辺
の
下
川
辺・
西
栃
井・
中
之

番
・
石
神
・
上
川
辺
・
鹿
塩
の
六
ヶ
村
が
共

用
す
る
入
会
地
で
、
肥
料
や
飼
料
と
な
る

下
草
、
燃
料
と
な
る
原
木
な
ど
を
採
取
す

る
、
農
民
に
と
っ
て
重
要
な
山
で
し
た
。

長
い
年
月
の
間
に
不
明
確
に
な
っ
た
村
々

の
境
界
を
め
ぐ
っ
て
、
一
七
〇
七（
宝
永
四
）

年
か
ら
一
八
八
〇（
明
治
一
三
）
年
ま
で
、

一
七
三
年
間
に
わ
た
っ
て
争
論
が
繰
り
返

さ
れ
ま
し
た
。
能
古
山
山
論
と
呼
ば
れ
る

こ
の
争
論
は
、
上
川
辺
村
が
下
川
辺
・
西

栃
井・
中
之
番・
石
神
の
四
ヶ
村
を
相
手
に

幕
府
評
定
所
に
訴
え
出
た
こ
と
に
始
ま
り
、

追
っ
て
鹿
塩
村
も
前
記
四
ヶ
村
を
相
手
に

提
訴
し
ま
し
た
。
幕
府
評
定
所
で
は
審
議

を
経
て
な
お
結
論
が
得
ら
れ
ず
、
役
人
に

よ
る
実
地
検
分
が
行
な
わ
れ
、
一
七
〇
八

（
宝
永
五
）
年
に
上
川
辺
村
の
非
を
指
摘
し

た
裁
定
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
山

の
境
界
や
運
用
に
つ
い
て
の
争
論
は
、
当

事
者
が
変
わ
り
な
が
ら
延
々
と
続
き
、
明

治
に
な
っ
て
も
絶
え
ず
、
一
八
八
〇
年
の

大
審
院
判
決
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
終
止
符

が
打
た
れ
ま
し
た
。

都
市
化
が
進
む
川
辺
町

　

江
戸
時
代
の
村
々
は
合
併・
分
離
を
重
ね

て
、
一
九
五
六（
昭
和
三
一
）
年
当
時
の
川

辺
町
が
下
麻
生
町
の
下
麻
生
地
区
を
編
入

し
て
現
在
の
町
域
が
確
立
し
ま
し
た
。

　

美
濃
と
飛
騨
路
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
で
あ

り
、
飛
騨
川
水
運
の
拠
点
と
し
て
栄
え
て
き

た
当
地
で
し
た
が
、
明
治
以
降
は
水
運
が
衰

退
す
る
中
、
一
九
二
二（
大
正
一
一
）
年
国

鉄
高
山
線
が
下
麻
生
駅
ま
で
開
通
し
、
中
川

辺・
下
麻
生
駅
周
辺
が
賑
わ
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
と
並
行
す
る
国
道
四
一
号

線
は
一
九
五
九（
昭
和
三
四
）
年
か
ら
改
良

工
事
が
着
手
さ
れ
、
名
古
屋
―
富
山
間
を
結

ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
沿
線
地
域
の
発
展
に
寄

与
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
に

東
海
環
状
自
動
車
道
が
部
分
開
通
し
た
こ
と

で
、
愛
知
県
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
一
段
と
向

上
し
、
工
場
の
進
出・
住
宅
地
の
増
加
な
ど

都
市
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
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地

域

の

治
水
・
利
水

施

設

下
麻
生
湊
の
繁
栄
と

川
辺
ダ
ム
湖
の
周
辺
整
備

　
飛
騨
の
山
林
か
ら
刈
り
出
さ
れ
た
良
質
の
木
材

は
、
飛
騨
川
を
流
送
さ
れ
、
川
辺
町
域
の
下
麻
生
綱

場
で
筏
に
組
ま
れ
、
さ
ら
に
下
流
へ
と
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
の
川
辺
町
は
、
川
辺
ダ
ム
湖
周
辺
を

美
し
く
整
備
し
、
観
光
資
源
と
し
て
町
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

飛騨川
（川辺大橋より上流を望む）

昔の下麻生綱場の様子（出典：ふる里写真誌「下麻生」）

３

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

飛
騨
の
山
林
経
営

　

飛
騨
は
面
積
の
九
〇
％
が
山
地
で
占
め

ら
れ
、
原
生
林
が
茂
る
広
大
な
山
林
は
良

質
な
木
材
の
産
地
で
し
た
。
古
く
は
室
町

幕
府
も
用
材
を
飛
騨
に
求
め
て
お
り
、
同

時
代
の
伊
勢
神
宮
の
造

営
に
も
飛
騨
木
材
が
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
飛
騨
の
山
林

資
源
を
本
格
的
に
管
理

し
経
営
し
た
の
は
、
戦

国
武
将
・
金か
な
も
り森
長な
が
ち
か近
で
し

た
。
長
近
は
織
田
家
に

使
え
、
信
長
の
天
下
統

一
の
過
程
で
軍
功
を
あ

げ
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
飛

騨
一
国
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
関
ヶ
原
の
戦
い

で
は
徳
川
家
康
方
に
つ

き
領
地
を
安あ
ん
ど堵

さ
れ
ま

し
た
。
長
近
は
国
内
の

山
林
を
、
領
主
が
直
接

支
配
す
る
地じ
と
う
や
ま

頭
山
、
農

民
が
下
草
・
薪
材
を
採
取
で
き
る
百
ひ
ゃ
く
し
ょ
う姓

稼か
せ
ぎ
や
ま

山
、
家
を
作
る
の
に
使
う
木
材
を
得
る

家か
さ
く作
木ぼ
く

願ね
が
い
ば場
の
三
つ
に
区
分
し
て
管
理

し
ま
し
た
。
ま
た
、
か
な
り
の
資
金
を
投

じ
て
山
林
の
育
成
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

豊
富
な
山
林
資
源
に
着
目
し
た
幕
府

は
、
飛
騨
を
幕
府
直
轄
地
に
す
る
た
め
、

一
六
九
二（
元げ
ん
ろ
く禄
五
）
年
に
金
森
氏
の

転て
ん
ぽ
う封
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
後
、
飛
騨
国

は
一
円
幕
府
領
と
し
て
、
高
山
陣
屋
で
治

政
が
執
ら
れ
ま
し
た
。

飛
騨
木
材
の
流
送

　

飛
騨
木
材
の
運
搬
は
専も
っ
ぱ

ら
飛
騨
川
で

の
流
送
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
雨
季
を
過

ぎ
た
九
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
が
流
送

の
期
間
で
し
た
。
そ
の
工
程
は
、
山
中
で

刈
り
出
さ
れ
た
木
材
を
渡
し
場
ま
で
運

ぶ
山
出
し
、
渡
し
場
に
集
め
た
も
の
を
谷

川
へ
入
れ
る
渡
入
れ
、
谷
川
か
ら
大
川
に

流
す
谷
出
し
、
大
川
に
浮
か
べ
て
流
す
川

下
し
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。川
下
げ
木
材
は
、

太
い
藤
綱
を
張
り
渡
し
た
綱つ
な
ば場

で
筏
に

組
ま
れ
ま
し
た
。
飛
騨
川
に
は
木
材
を
改

め
る
下し

も
は
ら
な
か

原
中
綱
場（
下
呂
市
）
と
筏
に
組

む
下
麻
生
綱
場
が
あ
り
、
郡
上
・
苗
木
藩

の
材
木
も
下
麻
生
綱
場
で
筏
に
組
ま
れ

ま
し
た
。

　

筏
は
木
材
を
縦
横
に
使
用
し
て
藤ふ
じ
か
ず
ら蔓

で
堅
固
に
組
み
あ
げ
ら
れ
、
普
通
の
筏
は

二
間（
三
・
六
メ
ー
ト
ル
）
の
材
五
〇
本
に

よ
っ
て
組
ま
れ
ま
し
た
。
下
麻
生
綱
場
で

組
ま
れ
た
筏
は
、
二
人
の
乗
り
手
に
よ
っ

て
木
曽
川
に
合
流
し
て
犬
山
に
至
り
、
こ

こ
で
筏
二
枚
を
繋
い
で
一
人
乗
り
で
円

城
寺（
笠
松
町
）
ま
で
下
り
ま
し
た
。
円

城
寺
で
三
～
四
〇
乗
の
筏
材
団
を
構
成

し
て
、
数
人
が
乗
り
込
み
、
船
中
で
寝
起

き
し
て
桑
名
や
熱
田
白
鳥
ま
で
運
び
ま

し
た
。

下
麻
生
湊
の
繁
栄

　

下
麻
生
湊
は
、
飛
騨
川
右
岸
・
現
在
の

飛
騨
川
橋
よ
り
下
流
の
少
し
広
く
な
っ
て

い
る
所
に
あ
り
、
橋
の
上
流
側
に
綱
場
が

あ
り
ま
し
た
。
飛
騨
川
で
最
も
繁
栄
し
た

湊
で
、
木
材
以
外
に
も
薪し
ん
た
ん炭
を
主
と
し
た

貨
物
や
旅
人
の
運
送
な
ど
の
起
点
と
な
っ

て
お
り
、
伊
勢
参
詣
に
行
く
人
も
多
く
が

こ
の
湊
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

小
さ
な
河
岸
の
村
が
、
一
七
五
六（
宝ほ
う
れ
き暦

六
）
年
時
点
で
戸
数
三
三
二
戸
・
人
口

一
二
〇
二
人
を
有
し
、
旅
館
・
問
屋
・
商

家
が
立
ち
並
び
、
筏
師
や
綱
場
人
夫
な
ど

の
賃
金
生
活
者
も
多
く
定
住
し
て
い
ま
し

た
。



川辺ダム
現在の下麻生湊の様子

ダム湖の周辺整備（かわべ夢公園）

ぎふ清流国体でのボート競技（提供：岐阜県川辺町）
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地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

　

下
麻
生
村
に
は
、
尾
張
藩

の
川
並
役
所
が
置
か
れ
、
川

役え
き
ぎ
ん銀

の
徴
税
に
あ
た
り
ま
し

た
。
川
役
銀
は
、
飛
騨
川
の

利
権
を
持
つ
尾
張
藩
が
、
通

関
税
と
し
て
取
り
立
て
た
も

の
で
す
。
初
め
は
材
木
六
本

に
つ
き
一
本
を
召
し
上
げ
て
、

こ
れ
を
商
人
に
売
り
払
い
、

綱
場
の
補
修
や
筏
人
足
の
経

費
を
差
し
引
い
た
上
で
上
納

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

木
材
の
上
納
は
代
銀
に
改
め

ら
れ
て
、
い
わ
ゆ
る「
六
分
一

役
銀
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

飛
騨
川
運
材
の
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
た

下
麻
生
湊
も
、
流
材
の
減
少
と
と
も
に
衰

退
し
て
い
き
ま
す
が
、
明
治
以
降
も
川
湊

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

川
辺
発
電
所
の
建
設

　

飛
騨
川
の
電
源
開
発
は
、
大
正
初
期
に

小
規
模
な
発
電
装
置
を
、
細
い
渓
流
な
ど

で
用
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、

大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
電

力
会
社
に
よ
る
本
川
で
の
本
格
的
な
開
発

が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大

正
後
期
に
は
、
金
山
・
七
宗
・
名
倉
・
上
麻

生
な
ど
の
地
点
に
発
電
所
を
設
け
る
計
画

が
立
案
さ
れ
ま
し
た
。
下
麻
生
地
点
も
計

画
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
が
、
落
差
が
少

な
い
上
、
両
岸
が
険
し
く
建
設
に
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
立
ち
消
え
に
な

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
て
、

一
九
三
五（
昭
和
一
〇
）
年
に
川
辺
地
点

で
の
建
設
が
決
ま
り
ま
し
た
。
前
年
か
ら

測
量
調
査
が
進
め
ら
れ
、
一
九
三
六（
昭

和
一
一
）
年
二
月
着
工
、
翌
年
一
二
月
に

運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

川
辺
発
電
所
は
、
飛
騨
川
下
流
の
平
坦

地
に
位
置
し
て
お
り
、
両
岸
に
沿
っ
て
耕

地
が
開
け
、
河
床
は
深
く
洗
掘
さ
れ
、
河

岸
か
ら
の
深
さ
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
発
電
は
こ
の
洗
掘
深

を
利
用
し
、
さ
ら
に
ダ
ム
に
よ
っ
て
水
位

を
上
昇
さ
せ
、
右
岸
に
設
け
た
取
水
口
か

ら
水
路
で
水
槽
に
導
き
、
鉄
管
で
水
車
に

導
水
し
ま
す
。

　

川
辺
発
電
所
の
ダ
ム
に
は
、
特
徴
的
な

機
能
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
湖
に

流
送
さ
れ
た
木
材
の
筏
を
下
流
に
流
す

流り
ゅ
う
ば
つ
ろ

筏
路
が
、
ダ
ム
の
右
端
か
ら
河
岸
に

沿
っ
て
放
水
口
終
端
に
達
し
て
い
ま
す
。

流
入
口
に
は
鋼
製
門
扉
が
設
置
さ
れ
、
ダ

ム
構
内
で
降
下
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
流
量

を
調
節
、
筏
の
流
下
を
容
易
に
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
流
筏
路
は
、
国
鉄
高

山
線
の
開
通
に
よ
っ
て
筏
が
減
少
し
て
利

用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
舟
の
通
行
に
は
、
舟
体
を
載
せ
て
昇
降

す
る
舟
運
台
を
設
け
て
、
上
り
下
り
す
る

舟
を
通
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
舟
運
設
備

も
今
日
で
は
全
く
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ダ
ム
湖
周
辺
の
整
備

　

白
川
町
か
ら
川
辺
町
に
か
け
て
の
飛
騨

川
は
、
飛ひ
す
い
き
ょ
う

水
峡
と
呼
ば
れ
、
岩
と
清
流
が

織
り
な
す
美
し
い
自
然
が
続
い
て
い
ま

す
。
川
辺
ダ
ム
湖
は
、
飛
水
峡
の
下
流
端

に
あ
た
り
、
流
域
面
積
二
，
一
五
九
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
湖
は
景
観
が
美

し
く
飛
水
湖
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

一
九
七
〇（
昭
和
四
五
）
年
に
、
一
年

を
通
し
て
川
の
流
れ
や
波
風
が
ほ
と
ん
ど

立
た
な
い
絶
好
の
条
件
を
活
か
し
て
、
岐

阜
県
川
辺
漕
艇
場
が
開
場
さ
れ
、
現
在
は

国
内
有
数
の
ボ
ー
ト
競
技
の
コ
ー
ス
と
し

て
、
大
会
や
練
習
に
多
く
の
競
技
者
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
二（
平
成
二
四
）

年
一
〇
月
に
は
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
の
ボ
ー

ト
競
技
会
場
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
辺
町
で
は
川
辺
ダ
ム
湖
を
町
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て「
ボ
ー
ト
王
国
か
わ
べ
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
一
九
八
九

（
平
成
元
）
年
よ
り
川
辺
ダ
ム
湖
周
辺
の

整
備
を
す
す
め
、
一
九
九
三（
平
成
五
）

年
に
は
湖
岸
線
道
路
・
遊
歩
道
や
広
場
の

整
備
を
完
了
し
ま
し
た
。
美
し
く
整
備
さ

れ
た
ダ
ム
湖
周
辺
は
、
観
光
資
源
と
し
て

町
の
活
性
化
を
担
っ
て
い
ま
す
。
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歴
史
記
録

　

第
八
三
号
で
ふ
れ
た
九
・
一
二
豪
雨

（
九
・
一
二
輪
中
水
害
）
の
安
八
町
と
輪
之

内
町
の
明
暗
は
、
輪
中
地
域
の
人
々
に
大

き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
そ
れ
は
輪
中
堤

が
二
段
構
え
の
控
堤
と
し
て
極
め
て
有

効
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
支
え
る

地
先
水
防
の
重
要
性
を
、
輪
中
堤
を
取
り

壊
し
た
住
民
た
ち
に
強
く
認
識
さ
せ
た

こ
と
で
あ
っ
た
。（
図（
１
）（
２
）
参
照
）

　

輪
中
民
に
と
っ
て
生
命
線
と
い
う
べ

き
伝
統
的
な
輪
中
堤
を
無
用
と
し
て
取

り
壊
し
た
背
景
に
は
、
都
市
化
に
よ
る
景

観
変
化
が
深
く
係
わ
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
産
業
構
造
、
人
口
動
態
か
ら

両
町
の
明
暗
を
見
て
み
よ
う
。

四
．人
口
動
態
か
ら
見
た
格
差

　

一
九
六
三（
昭
和
三
八
）
年
に
揖
斐
川

に
大
垣
大
橋
、
長
良
川
に
羽
島
大
橋
が
架

橋
さ
れ
て
大
垣
・
一
宮
線
が
本
町
中
央
部

を
横
断
、
さ
ら
に
翌
年
の
一
九
六
四（
昭

和
三
九
）
年
に
東
海
道
新
幹
線
開
通
に
伴

う
岐
阜
羽
島
駅
の
設
置
な
ど
、
交
通
体
系

の
変
遷
に
よ
り
多
く
の
工
場
が
進
出
し

て
き
た
。

　

こ
れ
ら
を
年
代
順
に
列
記
す
る
と
、

一
九
六
八（
昭
和
四
三
）
年
に
グ
リ
コ
協

同
乳
業
株
式
会
社（
現
：
グ
リ
コ
乳
業
株

式
会
社
）、
翌
年
に
は
こ
の
地
域
最
大

の
敷
地
面
積
三
三
〇
，
〇
〇
〇
㎡
の
三

洋
電
機
株
式
会
社
岐
阜
工
場
、
次
い
で

一
九
七
一（
昭
和
四
六
）
年
に
淀
川
製
薬

株
式
会
社
岐
阜
工
場（
現
：
住
友
化
学
株

式
会
社
）、
一
九
七
二（
昭
和
四
七
）
年
に

帝
人
岐
阜
工
場（
現
：
帝
人
デ
ュ
ポ
ン
フ

ィ
ル
ム
株
式
会
社
）
な
ど
が
進
出
し
た
。

し
か
し
、こ
れ
ら
工
場
群
の
立
地
環
境
は
、

土
地
条
件
か
ら
み
る
と
極
め
て
劣
悪
で

あ
る
。
三
洋
電
機
株
式
会
社
岐
阜
工
場
は

地
盤
高
が
最
低
の
土
地
で
あ
り
、
地ち
た
い
り
ょ
く

耐
力

の
弱
い
後こ
う
は
い背
湿し
っ
ち地（Back M

arsh

）
の
た

め
液
状
化
が
予
測
さ
れ
る
地
形
で
あ
る
。

　

都
市
化
に
よ
る
農
地
の
宅
地
転
用

率
は
一
九
六
〇（
昭
和
三
五
）
年
か
ら

一
九
七
〇（
同
四
五
）
年
の
一
〇
年
間

に
五
倍
、
工
場
用
地
転
用
率
は
三
倍
と

な
っ
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
人
口
動
態
も
大
き
く
動

い
た（
表（
１
）（
２
）
参
照
）。
一
九
六
〇

（
昭
和
三
五
）
年
ま
で
は
両
町
と
も
に
八
，

〇
八
一
人（
輪
之
内
町
）
と
九
，
三
四
七

人（
安
八
町
）
と
大
差
な
く
、
し
か
も
人

口
減
と
い
う
過
疎
化
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
一
九
六
五（
昭
和
四
〇
）
年
に
は
安

八
町
は
増
加
傾
向
を
表
し
、
そ
の
伸
び

率
は
三
．
八
％
と
上
向
い
て
い
る
の
に
、

輪
之
内
町
は
な
お
過
疎
化
が
続
い
て
い

る
。
一
九
七
〇（
昭
和
四
五
）
年
に
は
安

八
町
は
大
き
く
増
加
し
て
伸
び
率
二
七
．

三
％
と
な
る
が
、
輪
之
内
町
は
マ
イ
ナ



■輪之内、安八両町の男女別人口推移［表（1）］
区分 昭和 35年

市町名

輪之内町
安 八 町

3,928
4,610

4,153
4,737

8,081
9,347

△431
△359

△5.1
△3.7

95
97

男 女 計 昭 30比
増減人口

伸び率
（％） 性　比

区分 昭和 40年

市町名

輪之内町
安 八 町

3,688
4,781

4,022
4,921

7,710
9,702

△371
355

△4.6
3.8

92
97

男 女 計 昭 35比
増減人口

伸び率
（％） 性　比

区分 昭和 45年

市町名

輪之内町
安 八 町

3,630
5,444

3,839
6,910

7,469
12,354

△241
2,652

△3.1
27.3

95
79

男 女 計 昭 40比
増減人口

伸び率
（％） 性　比

※性比＝男／女×100（単位：人）　△は減少を表す　　　　　　　　　　　　 　（国勢調査より）

10月1日現在 （A）
自然増減数 （B）
社会増減数 （C）
（B）＋（C）   （D）
（D）／（A）×100 （％）
10月1日現在 （A）
自然増減数 （B）
社会増減数 （C）
（B）＋（C）  （D）
（D）／（A）×100 （％）

8,081
19

△148
△129
△1.60
9,347
89

△141
△52
△0.56

7,932
61

△210
△149
△1.88
9,290
90

△147
△57
△0.61

8,206
24
250
274
3.34
9,401
89
22
111
1.18

8,076
53

△183
△130
△1.61
9,613
52
160
212
2.21

7,861
37

△252
△215
△2.74
9,593
81

△101
△20
△0.21

7,710
37

△188
△151
△1.96
9,702
98
11
109
1.12

昭和35 昭和36 昭和37 昭和38 昭和39 昭和40

輪
之
内
町

安
八
町

区分
年次

7,607
△3

△100
△103
△1.35
9,784
31
51
82
0.84

7,550
41

△98
△57
△0.75
9,893
102
7

109
1.10

7,572
94

△72
22
0.29
9,935
97

△55
42
0.42

7,489
50

△133
△83
△1.11
10,743
109
699
808
7.52

7,469
30

△50
△20
△0.27
12,354
144
1,467
1,611
13.04

昭和41 昭和42 昭和43 昭和44 昭和45

■輪之内、安八両町の年次別人口動態の推移［表（2）］

（基準人口は35・40・45年国勢調査、自然増減および社会増減人口は関係各市町村住民基本台帳人口より）

単位：百万円

392

499
618
761
830

340

365
443
570
591

昭
40

41
42
43
44

昭
40

41
42
43
44

̶

̶
̶
̶
̶

̶

̶
̶
̶
̶

1

1
1
2
1

̶

̶
̶
̶
̶

393

500
619
763
831

340

365
443
570
591

3

2
26
24
23

18

12
13
14
20

100

133
122
100
148

88

77
106
104
904

22

22
39
74
61

213

202
303
231
674

125

157
187
198
232

319

291
422
349
1,598

37

37
39
82
124

53

61
78
109
182

39

39
42
134
144

43

49
65
144
261

14

18
16
22
57

23

24
34
27
44

3

2
2
4
8

1

1
1
4
9

75

86
98
133
212

97

127
155
166
244

56

58
51
74
76

25

28
31
54
68

224

240
248
449
621

242

290
364
504
808

742

897
1,054
1,410
1,684

901

946
1,229
1,423
2,997

輪
之
内
町

安
八
町

計小
計

公
務

サ
ー
ビ
ス

水
道
・
電
気
・
ガ
ス

運
輸
通
信

不
動
産
・
金
融
保
険

卸
小
売

小
計

製
造
業

建
設
業

鉱
業

小
計

水
産
業

林
業

農
業

第一次産業 第二次産業 第三次産業

年次

■輪之内、安八両町の生産所得の推移［表（3）］

（大垣地域広域市町村圏基礎調査資料、1972年より）

0 20 40 60 80 100％

ある ある 分からない 無回答

調査年月
1973.7

（1324名）

1977.7
（1649名）

1995.7
（2266名）

全体 岐阜 羽島 本巣
南部

安八
中部

安八
南部

海津 大垣 瀬田 多芸

100

80

60

40

20

0

（％）

（調査地区）

1977年
平均

1995年
平均

1973年
平均

問）「あなたは今後も水害の危険性があると思いますか」に対する回答割合（上）と、「あると思
う」と答えた人の地区別割合（下）

■水害危険意識についてのアンケート結果［表（4）］

※輪中研究グループ調査資料（安八中部は森部、墨俣輪中など。安八南部は福束輪中。）

1973.7 1977.7 1995.7

６

歴
史
記
録

ス
三
．
一
％
と
減
少
を
続
け
て

い
る
。

　

こ
の
両
町
の
人
口
増
減
は
社

会
的
増
減
に
よ
る
も
の
で
、
表

（
２
）
の
よ
う
に
安
八
町
の
人
口

増
加
は
他
地
域
か
ら
の
流
入
人

口
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
三
洋

電
機
が
進
出
し
た
一
九
六
九（
昭

和
四
四
）
年
、
一
九
七
〇
年
の

両
年
に
お
い
て
二
，
四
一
九
人

の
社
会
増
と
な
り
、
一
九
七
〇

年
の
安
八
町
人
口
の
一
二
％
に

相
当
す
る
増
加
率
で
あ
る
。
同

町
の
急
激
な
人
口
の
社
会
増
加

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
町
の
積

極
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
表
す
の

が
表（
３
）
の
両
町
の
生
産
所

得
の
推
移
で
あ
る
。
第
二
次

産
業
を
比
較
す
る
と
輪
之
内
町
五
年
間

（
一
九
六
五
年
か
ら
同
一
九
六
九
年
）
の

伸
び
率
一
．
九
倍
に
対
し
、
安
八
町
は
五

倍
と
い
う
大
差
で
あ
る
。

　

輪
中
堤
を
境
と
し
て
農
業
的
土
地
利

用
の
田
園
風
景
の
輪
之
内
町
の
福ふ
く
づ
か束
輪

中
、
か
た
や
都
市
的
土
地
利
用
の
工
場
風

景
の
安
八
町
の
森も
り
べ部
輪
中
の
対
照
的
な

景
観
を
形
成
し
た
。
こ
の
景
観
変
化
が
輪

中
民
の
水
意
識
に
影
響
を
も
た
ら
す
の

は
必
然
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
傍ぼ

う
し
ょ
う証
す
る
の
が
表（
４
）
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。
一
九
七
三（
昭

和
四
八
）
年
の「
今
後
も
水
害
の
危
険
性

は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
項
目
で
は
、

安
八
町
は「
あ
る
」
と
回
答
し
た
の
は

輪
中
地
域
の
な
か
で
最
も
低
く
、
三
八
．

二
％
の
回
答
を
得
て
い
る
。
ま
た
、「
水

害
の
時
に
水
防
活
動
に
出
て
下
さ
い
と

要
請
が
あ
っ
た
ら
ど
う
な
さ
い
ま
す
か
」

の
項
目
で
は
、「
仕
事
を
休
ん
で
参
加
す

る
」
と
回
答
し
た
の
は
安
八
中
部
が
最

低
の
五
二
．
一
％
な
の
に
対
し
て
、
輪

之
内
町
の
安
八
南
部
は
最
多
の
八
一
．

五
％
の
人
々
が「
仕
事
を
休
ん
で
参
加
す

る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
両
者
の
水
防
意
識
―
防
災
意
識

―
の
格
差
に
は
、
職
業
別
人
口
構
成
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
災
害
後
の
座
談
会
で
、
地
域
住

民
が「
新
し
く
輪
中
地
域
に
来
た
人
々

と
、
輪
中
の
な
か
で
生
ま
れ
育
っ
た
人

の
間
に
精
神
的
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ

る
」
と
告
白
し
て
お
り
、
水
防
共
同
体

の
な
か
で
水
防
意
識
の
隔
た
り
の
あ
る

人
々
が
共
存
す
る
こ
と
に
大
き
な
問
題

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
水
防
法
第
七
条

の「
居
住
者
等
の
水
防
義
務
」
を
行
政
側

は
新
輪
中
民
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
す
べ
き
で

あ
る
。

　

ま
た
、
行
政
側

に
も
水
防
体
制
に

不
備
が
あ
り
、
水

防
出
動
に
よ
り
水

防
倉
庫
を
開
け
た

と
こ
ろ
、
資
材
が

盗
難
に
よ
り
不
足

し
て
い
た
と
い
わ

れ
る
。
そ
の
他
に

切せ
っ
し
ょ
ち

所
池
で
あ
る
丸

池
の
存
在
、
さ
ら

に
揖
斐
川
以
東
水

防
組
合
の
組
織
な

ど
、
九
・
一
二
豪

雨
災
害
以
前
に
は

国
側
、
地
方
側
に
も
様
々
な
改
正
す
べ

き
問
題
点
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

五
．
小
輪
中
に
進
出
し
た
住
宅
団
地
の

問
題
点
　
―
新
旧
輪
中
民
の
事
例
―

（
Ａ
）
牛
牧
輪
中
と
牛
牧
団
地

　

牛う
し
き牧
輪
中（
現
：
瑞
穂
市
牛
牧
）
は

犀さ
い
が
わ川
と
五ご
ろ
く六
川が
わ

の
小
河
川
の
河か
か
ん間
に
形
成

さ
れ
た
一
村
一
輪
中
の
小
輪
中
で
あ
る
。

こ
の
輪
中
は
両
小
河
川
が
長
良
川
に
流
入

す
る
た
め
、
そ
の
背
水
を
う
け
て
内
水
氾

濫
の
常
襲
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
遅
く
ま
で

堀ほ
り
た田
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
小
字
も

足あ
し
あ
ら
い洗
と
称
さ
れ
る
低
湿
地
で
あ
っ
た
。
そ

の
湿
田
に
人
工
盛
土
し
て
一
九
六
八（
昭

和
四
三
）
年
に
四
二
〇
戸
の
団
地
が
形
成

さ
れ
た
。
こ
の
新
築
ま
も
な
い
住
宅
団
地

も
九
・
一
二
豪
雨（
一
九
七
六（
昭
和
五
一
）

年
）
に
よ
り
四
二
〇
戸
す
べ
て
が
床
上
浸

水
し
た
。
そ
の
翌
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

「
今
後
、
新
築
あ
る
い
は
改
築
の
際
に
は

〈
水
屋
〉
の
よ
う
な
水
害
時
に
安
全
な
建

物
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
で
は

「
思
う
」
の
回
答
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。

　

そ
れ
を
う
け
て
調
査
し
た
の
が
図（
４
）

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
四
二
〇
戸
の
う
ち

二
階
を
も
た
な
い
一
六
二
戸
に
お
い
て

四
七
戸
が
二
階
建
て
に
増
築
し
て
い
る
。

ま
た
調
査
時
の
一
九
七
七（
昭
和
五
二
）

年
七
月
の
時
点
で
は
一
八
戸
が
空
家
で

あ
っ
た 

。

　

な
お
、
災
害
時
に
牛
牧
の
旧
輪
中
民
と

団
地
の
新
輪
中
民
が
同
一
場
所
に
避
難
し

た
。
そ
の
際
に
、
団
地
の
人
々
は
行
政
側

に
救
荒
食
品
な
ど
の
支
給
を
強
く
要
求
し



７

歴
史
記
録

た
の
に
対
し
、
旧
輪
中
民
は
水
害
時
の
輪

中
民
の
心
構
え
の
必
要
を
訴
え
て
対
立
し

た
と
い
わ
れ
る
。

（
Ｂ
）
太
田
輪
中（
海
津
市
南
濃
町
）
と

　
　

 

さ
く
ら
ヶ
丘
団
地

　

岐
阜
県
西
南
端
に
あ
る
こ
の
輪
中
は
、

東
に
揖
斐
川
下
流
の
右
岸
堤
、
西
に
養
老

断
層
山
地
の
扇
状
地
末
端
に
形
成
さ
れ
た

小
輪
中
で
あ
る
。
西
は
扇
端
部
の
伏
流
水

の
出
水
に
よ
る
氾
濫
を
山や
ま
よ
げ
づ
つ
み

除
堤
で
、
東
は

揖
斐
川
の
氾
濫
を
輪
中
堤
で
防ぼ
う
ぎ
ょ禦
し
て

い
る
。
と
く
に
揖
斐
川
は
南
で
長
良
川
と

合
流
し
て
お
り
、
そ
の
背
水
を
う
け
破
堤

入
水
を
う
け
た
。
右
岸
三
．
五
㎞
の
輪
中

域
に
九
箇
所
の
切
所
池
の
押お
っ
ぽ
り堀
が
古
地

図
か
ら
見
ら
れ
る
の
が
そ
の
証
左
で
あ

る
。田
舟
型
堀
田
に
よ
る
こ
の
低
湿
地
も
、

一
九
六
六（
昭
和
四
一
）
年
の
輪
中
干
拓

土
地
改
良
事
業
完
工
に
よ
り
、
景
観
は

一
変
し
た（
写
真（
１
）（
２
）
参
照
）。
住

宅
団
地
の
開
発
は
一
九
六
九（
昭
和
四
四
）

年
の「
さ
く
ら
ヶ
丘
団
地
」
二
二
四
戸
の

造
成
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
エ
リ
ア
は
、

近
鉄
養
老
線（
現
養
老
鉄
道
）
の
沿
線
に

あ
り
、
美
濃
松
山
駅
か
ら
桑
名
経
由
で
名

古
屋
ま
で
所
要
時
間
約
四
〇
分
か
ら
五
〇

分
の
通
勤
圏
に
あ
る
。
こ
の
利
便
性
が
団

地
開
発
の
立
地
要
因
と
な
っ
た
。

　

近
年
は
木
曽
三
川
の
油
島
大
橋
、
長
良

川
大
橋
、
立
田
大
橋
の
架
橋
に
よ
り
、
東

名
阪
自
動
車
道
、
名
古
屋
高
速
と
結
び
つ

く
新
し
い
交
通
体
系
が
確
立
さ
れ
、
更
に

利
便
性
が
高
ま
っ
た
。

　

次
い
で
昭
和
四
八
年
に
は
一
六
一
戸
の

松
山
団
地
の
造
成
が
開
始
さ
れ
、
昭
和

四
九
年
か
ら
五
四
年
に
か
け
て
四
八
三
戸

の
松
山
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
、
昭
和
五
四
年

に
は
八
九
戸
の
山
崎
さ
く
ら
丘
団
地
が
分

譲
さ
れ
た
。
小
さ
な
太
田
輪
中
に
九
五
七

戸
の
住
宅
団
地
が
立
地
し
た
こ
と
は
、
単

に
景
観
が
変
化
し
た
だ
け
で
な
く
、
水
防

共
同
体
で
あ
る
輪
中
に
大
き
な
変
容
を
き

た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
第
一
は
人
口

構
成
の
逆
転
で
あ
る
。
太
田
輪
中
の
人
口

は
旧
輪
中
民
が
田た
づ
る鶴
地
区
を
中
心
に
約
一
，

一
〇
〇
人（
昭
和
四
六
年
）
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
主
と
し
て
名
古
屋
か
ら
転
入
し

た
新
輪
中
民
は
約
四
，五
〇
〇
人
と
な
っ
た
。

　

近
現
代
に
な
り
輪
中
が
近
代
化
さ
れ
た

と
は
い
え
、
輪
中
が
水
防
共
同
体
で
あ
る

こ
と
は
不
変
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
人
口

構
成
が
逆
転
し
て
旧
輪
中
民
と
新
輪
中
民

の
比
率
が
一
：
五
と
な
り
、
新
輪
中
民
を

多
数
と
す
る
共
同
体
が
形
成
さ
れ
る
例

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
表（
５
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
新
輪
中
民
の
大
半
は

自
分
の
住
宅
が
輪
中
の
な
か
に
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
。

　

ま
た
、
田
鶴
地
区
の
古
く
か

ら
の
輪
中
民
と
の
協
調
も
な
い
。

例
え
ば
太
田
輪
中
の
氏
神
は
田

鶴
に
あ
る
が
、
団
地
の
新
輪
中

民
は
新
し
く
神
社
を
創
り
、
同

じ
祭
日
に
別
々
に
祭
礼
を
催
し

て
い
る
。

　

筆
者
が
こ
の
調
査
に
着
目
し

た
の
は
、
冬
季
に
田
鶴
排
水
機

に
通
ず
る
排
水
路
が
満
水
で
あ

っ
た
こ
と
が
端た
ん
し
ょ緒
で
あ
る
。
さ

く
ら
ヶ
丘
団
地
の
生
活
排
水
が
農
業
排
水

路
に
流
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

当
初
、
旧
輪
中
民
の
組
織
が
団
地
の
新
輪

中
民
の
排
水
を
負
担
し
て
い
た
こ
と
と
な

る
。
こ
の
農
業
的
水
利
と
都
市
的
水
利
の

競
合
は
、
住
宅
供
給
会
社
と
輪
中
水
利
組

合
と
の
協
議
に
よ
り
、
そ
の
後
解
決
し
た

と
き
い
て
い
る
。あ

と
が
き

　

輪
中
地
域
は
世
界
で
も
類
を
み
な
い

特
異
な
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
は
水
と
の

闘
い
の
な
か
に
形
成
さ
れ
た
水
防
共
同

体
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
た
ん
に
景
観
上
の
囲い
て
い堤
集
落

で
は
な
く
、
そ
の
社
会
構
造
に
お
い
て
水

防
に
よ
っ
て
結
束
し
た
あ
る
意
味
で
も
ム

ラ
社
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
共
同
体
は
伝
統

的
に
治
水
と
水
防
を
共
生
さ
せ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
治
水
事
業
の
変
革
と
と
も
に

運
命
共
同
体
社
会
構
造
は
、
近
年
に
な
り

大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

　

近
年
想
定
外
の
事
象
が
続
出
し
て
い
る

今
日
、
こ
の
小
論
が
水
防
と
い
う
自
助
精

神
の
覚
醒
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

■
引
用
文
献
・
註

① 

伊
藤
安
男

「
流
域
環
境
の
変
遷
と
そ
の
住
民
対
応
」『
地
球
環

境
史
を
考
え
る
』

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室　

二
〇
〇
六
年

② 

伊
藤
安
男

「
輪
中
地
域
と
防
災
意
識
」　

地
域
経
済
第
２
集

岐
阜
経
済
大
学　

一
九
八
〇
年

③ 

伊
藤
安
男

「
輪
中
の
新
興
住
宅
―
新
旧
輪
中
民
の
水
意
識
」

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
５　

一
九
七
三
年

（写真1）　現在の太田輪中と住宅団地（2011年）
　　　　  Ｙ～揖斐川 Ｚ～養老山地 Ａ～長除川 Ｂ～山除川

（写真2）　土地改良前の太田輪中（1950年）
              －堀田の高畝作り 河合孝撮影－

図（3）　9.12災害以降2階建に増改築した家屋
          －岐阜県瑞穂市、牛牧団地－
       　（昭和52年7月輪中研究グループ調査）

①あなたは「輪中」ということばを知っていますか？ → 知っている
②あなたはのお住まいが「輪中」のなかにあることを知っていますか？ → 知っている

■太田輪中の新旧輪住民の輪中用語と意識比較［表（5）］

調査年月

1973.7

1977.7

1973.7

1977.7

1973.7

1977.7

1973.7

1977.7

新輪中民

旧輪中民

高須輪中

輪中全域

調査人員

40

82

40

56

424

409

1,324

1,649

①
実数（割合）

30（75.0）

62（75.6）

39（97.5）

55（98.2）

387（91.3）

401（98.0）

1,194（90.2）

1,567（95.0）

②
実数（割合）

15（37.5）

20（24.4）

39（97.5）

40（71.4）

387（91.3）

399（97.6）

1,076（81.2）

1,344（91.5）

注） 新輪中民＝さくら丘団地　　新輪中民＝太田輪中田鶴地区　　　  （伊藤安男 調査）
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牛
頭
天
王
信
仰

　
服
部 

一
宏

1973年生まれ
立命館大学文学部史学科卒業

現在
弥富市教育委員会生涯学習課勤務
弥富市歴史民俗資料館学芸員

服部 一宏 氏

● 木曽川下流域の牛頭天王信仰
備　考

7月第四土曜と翌日曜日を中心に実施。
8月第一土曜と翌日曜日を中心に実施。
7月15日に実施。
7月第二日曜日に実施。

鵜戸川に放流した。
真菰でオミッコシサンを作って祀った。
集落の境界には注連縄を張り疫病などの
侵入を防ぐ。
小祠の前に青竹をさして御幣をつけた注
連縄とコイと呼ぶ藁の飾り物を掲げる。

集落の入口に御幣をつけた青竹をさす。
明治頃に経済的な理由で廃止された。

8月第一土曜と翌日曜日に実施。
7月中旬に実施。湯立てを行い、湯の花を
飲むと夏病みしない。別名「うどん祭」と呼
ばれる。
7月13日に実施した。

8月14日に実施。当初は天王祭りで行わ
れていた湯の花神事が、現在では3月第3
土日、10月体育の日に行われている。
２日かけて奥宮へ石を上げる神事を行う。
7月30日に実施。
7月25日に実施。石取車・御輿を用いる。
7月14日に実施。かんこ踊りを奉納する。
7月14日に実施。火渡り大護摩を行う。
7月下旬に実施。かんこ踊りを行う。
6月30日に実施。
8月1日に実施。山車・獅子舞を奉納する。
7月14日に実施。粳米の粉を油で揚げた
「油団子」を供えた。神事後に参詣者に
授与する。
7月下旬に実施。作り物を飾る。
茅の輪くぐりは神主が「蘇民将来、蘇民将
来、蘇民将来」と唱えながら行う。
人形を放流する。

津島講があり、御札を戸口に貼った。
6月14・15日に実施した。
おこわを炊き御神酒をあげる。
つきもの（五重の竹の輪に提灯120個を
つける）を、寺から神社まで練り込んだ。
かつては天王祭を行っていた。
かつては津島神社に倣った川祭を行って
いた。
茅の輪くぐりを行う。
7月15日に実施。
5月2～4日に実施。曳山の舞台で子供が
演劇（昔は能狂言）を演じる。八坂神社よ
り勧請された。
6月30日に実施。

津島御札

●
●

▲（御幣）
●
●
●
●
●
●
▲
▲

▲（御幣）
▲（御幣）

●

▲（御幣）

▲
●

▲（御幣）
●
●
●

●
●
●

自治体
津島市

愛西市

あま市

弥富市

大治町

蟹江町

四日市市

楠町

菰野町
桑名市
大安町

鈴鹿市

大垣市

海津市

安八町

池田町

大野町
関ヶ原町

垂井町

地域 祭礼の名称
尾張津島天王祭
オミヨシサン
オミヨシサン

オミヨシサン
オミヨシサン
子供ザイレン
子供ザイレン
御葭祭り
天王さん迎え
ムギバツ
ミヨシ祭り
ミヨシ祭り
オミヨシ祭り
オミヨシ祭り

天王祭

天王祭

天王祭
天王祭
天王祭

子供ザイレン
天王祭
天王祭
天王祭
須成祭

天王さん

提灯祭
天王祭
天王祭
天王祭
天王祭
天王祭

本郷天王祭

天王祭
夏越の祓
天王祭
天王祭
天王祭
天王祭
夏越の祓
天王祭

天王祭

すのまた天王祭

夏越の祓

夏越の祓

津島祭

牛頭天王まつり

夏越の祓

垂井曳山まつり

夏越の祓

神社名（地区）
津島神社
（塩田）
（川北）
（江西）
（西赤目）
（東赤目）
（立石）
（下大牧）
（上東川）
諸桑神社（諸桑）
（草平）
（見越）
（南河田）
（小茂井）
（山路）

（二つ寺）

（東溝口）

（中橋）
（蜂須賀）
津島神社（六條）
神明社（又八）
白山社（三本木）
馬島社（馬島）
八剱社（西条）

富吉建速神社（須成）

椿岸神社（桜）

（鵤町）
（常磐）
（神前）
（三重）
（市内各所）
（羽津）
（中部）

大宮神明社（日永）
（塩浜）

殖栗神社（西村町）
鳥出神社（富田）
志氐神社（大宮）
海蔵神社（東阿倉川）

楠村神社（本郷）

廣幡神社（菰野）
八重垣神社（大福）
（南金井）
（市内各所）
福楽寺（稲生塩屋）
神明社（広瀬町）
各神社

（長太旭町）

久留真神社（白子町）

津島神社（墨俣）

八幡神社

常葉神社
屋根神津島社（船町）
津島神社（高須字米野）
（帆引新田）
（高須）

八幡神社（長久保）

白髭神社（中）

東野神社（温知）

津島神社（門前町）

八重垣神社

南宮大社

神葭
●
●
●

●
●
●
●

●
●

（●）
●

●

●

（●）

車楽
●

（●）

●

（●）

●

提灯
●

●
●
●

●
●

●

（●）
●
●
●

●

●

●
●
●
●
●

●

●

（●）

茅の輪

●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●

●

●

三
重
県
北
勢
地
方

岐
阜
県
西
濃
地
方

愛
知
県
海
部
津
島
地
域
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一
．
は
じ
め
に

　

京
都
市
の
八
坂
神
社
で
行
わ
れ
る
祇
園

祭
や
愛
知
県
津
島
市
を
中
心
に
行
わ
れ
る

尾
張
津
島
天
王
祭
は
と
も
に
ス
サ
ノ
オ
ノ

ミ
コ
ト
を
祭
神
と
し
た
神
社
の
祭
礼
で
あ

る
。
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
か
つ
て
牛ご

ず頭

天て
ん
の
う王
と
し
て
防ぼ
う
え
き疫
に
ご
利
益
が
あ
る
神
と

し
て
祀
ら
れ
て
き
た
が
、
明
治
政
府
に
よ

り
発
布
さ
れ
た
神
仏
分
離
令
に
よ
り
仏
教

的
な
名
称
で
あ
る
牛
頭
天
王
か
ら
ス
サ
ノ

オ
ノ
ミ
コ
ト
と
名
称
を
替
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

元
々
は
牛
頭
天
王
自
体
が
疫
病
の
神
で

あ
っ
た
が
、
厄
病
を
眷け
ん
ぞ
く属
と
し
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
か
ら
、
防
疫
に
ご
利
益

が
あ
る
と
さ
れ
、
織ほ
う
し
ょ
く
き

豊
期
か
ら
江
戸
期
に

全
国
的
な
広
が
り
を
み
せ
た
。
昭
和
五
三

年
四
月
に
行
わ
れ
た
津
島
神
社
の
全
国
分

霊
社
の
調
査
で
は
、愛
知
県
に
三
〇
四
社
、

岐
阜
県
に
二
五
四
社
、
三
重
県
に
一
八
社

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
三
重
県
は
東
海
三

県
の
他
の
二
県
と
比
較
す
る
と
極
端
に
少

な
い
が
、
明
治
三
九
年
の
神じ
ん
じ
ゃ社
合ご
う
し
れ
い

祀
令
が

徹
底
さ
れ
た
県
で
あ
り
、
こ
の
時
に
複
数

あ
っ
た
分
霊
社
が
一
つ
に
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
他
県
に
も
当
て
は

ま
り
、
実
際
に
は
更
に
多
く
の
牛
頭
天
王

社
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
少
な
く

と
も
調
査
当
時
に
確
認
さ
れ
た
も
の
だ
け

で
、
東
海
三
県
に
五
七
六
社
も
の
分
霊
社

が
存
在
し
て
い
た
。

　

一
般
的
に
西
日
本
は
京
都
の
八
坂
神
社

を
中
心
と
し
た
祇
園
信
仰
で
、
東
日
本
で

は
津
島
神
社
を
中
心
と
す
る
天
王
信
仰
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
津
島
御お

し師
の

檀だ
ん
な
ば

那
場
に
は
近
江
・
山
城
・
丹
波
・
但
馬
・

く
ら
ヶ
丘
団
地
の
生
活
排
水
が
農
業
排
水

路
に
流
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

当
初
、
旧
輪
中
民
の
組
織
が
団
地
の
新
輪

中
民
の
排
水
を
負
担
し
て
い
た
こ
と
と
な

る
。
こ
の
農
業
的
水
利
と
都
市
的
水
利
の

競
合
は
、
住
宅
供
給
会
社
と
輪
中
水
利
組

合
と
の
協
議
に
よ
り
、
そ
の
後
解
決
し
た

と
き
い
て
い
る
。あ

と
が
き

　

輪
中
地
域
は
世
界
で
も
類
を
み
な
い

特
異
な
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
は
水
と
の

闘
い
の
な
か
に
形
成
さ
れ
た
水
防
共
同

体
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
た
ん
に
景
観
上
の
囲い
て
い堤
集
落

で
は
な
く
、
そ
の
社
会
構
造
に
お
い
て
水

防
に
よ
っ
て
結
束
し
た
あ
る
意
味
で
も
ム

ラ
社
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
共
同
体
は
伝
統

的
に
治
水
と
水
防
を
共
生
さ
せ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
治
水
事
業
の
変
革
と
と
も
に

運
命
共
同
体
社
会
構
造
は
、
近
年
に
な
り

大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

　

近
年
想
定
外
の
事
象
が
続
出
し
て
い
る

今
日
、
こ
の
小
論
が
水
防
と
い
う
自
助
精

神
の
覚
醒
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

■
引
用
文
献
・
註

① 

伊
藤
安
男

「
流
域
環
境
の
変
遷
と
そ
の
住
民
対
応
」『
地
球
環

境
史
を
考
え
る
』

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室　

二
〇
〇
六
年

② 

伊
藤
安
男

「
輪
中
地
域
と
防
災
意
識
」　

地
域
経
済
第
２
集

岐
阜
経
済
大
学　

一
九
八
〇
年

③ 

伊
藤
安
男

「
輪
中
の
新
興
住
宅
―
新
旧
輪
中
民
の
水
意
識
」

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
５　

一
九
七
三
年



尾張津島天王祭 三番鉾

尾張津島天王祭 神葭刈場選定神事
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播
磨
な
ど
、
京
都
に
隣
接
し
て
い
た
り
、

京
都
よ
り
も
西
に
位
置
す
る
地
域
も
含
ま

れ
て
い
る
。
逆
に
、
津
島
神
社
よ
り
も
東

の
地
域
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都

の
八
坂
神
社
と
の
関
係
を
感
じ
さ
せ
る
祇

園
神
社
や
八や
さ
か
し
ゃ

坂
社
を
名
乗
る
神
社
も
見
受

け
ら
れ
る
。
合
祀
の
際
に
神
社
名
を
よ
り

華
や
か
な
印
象
が
あ
る
八
坂
神
社
に
変
え

た
地
域
も
あ
り
、
現
在
の
神
社
名
だ
け
で

ど
ち
ら
の
信
仰
圏
で
あ
っ
た
か
を
判
断
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
由
緒
な
ど
か
ら
合

祀
前
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

二
．
牛
頭
天
王
と
「
蘇そ

み
ん
し
ょ
う
ら
い

民
将
来
」
伝
説

　

牛
頭
天
王
信
仰
に
は「
備び
ん
ご
の
く
に

後
国
風ふ

ど

き
土
記

逸い
つ
ぶ
ん文
」（『
釈し
ゃ
く
に
ほ
ん
ぎ

日
本
紀
』）
の「
蘇
民
将
来
」

伝
説
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
北
の
海
に
住
ん

で
い
た「
武む
と
う
の
か
み

塔
神
」
が
南
海
の
神
の
娘
に

求
婚
す
る
た
め
の
道
中
で
宿
を
求
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
地
に
は
兄
の
蘇
民
将

来
と
弟
の
巨こ
た
ん端
将し
ょ
う
ら
い来
が
住
ん
で
い
た
。
金

持
ち
の
弟
の
巨
端
が
宿
泊
を
許
さ
な
か
っ

た
の
に
対
し
、
貧
乏

な
兄
の
蘇
民
は
貧
し

い
な
が
ら
も
粟あ
わ
が
ら柄
を

神
座
に
し
て
粟
の
飯

で
も
て
な
し
た
。
結

婚
し
八
人
の
御み

こ子
を

も
う
け
、
御
子
と
共

に
蘇
民
の
下
に
戻
っ

て
き
た
武
塔
神
は
、

巨
端
の
下
に
蘇
民
の

子
孫
が
い
る
か
を
尋
ね
た
。
蘇
民
が
娘
が

い
る
こ
と
を
告
げ
る
と
、
武
塔
神
は
娘
に

茅ち
が
や

の
輪
を
腰
に
つ
け
る
よ
う
に
言
っ
た
。

そ
の
夜
、
武
塔
神
は
巨
端
の
家
に
攻
め
入

っ
た
の
だ
が
、
茅
の
輪
を
身
に
つ
け
て
い

た
蘇
民
の
娘
だ
け
が
生
き
残
っ
た
。
そ
の

と
き
武
塔
神
は「
吾わ
れ

は
速す

さ

の

お

須
佐
雄
の
神
な

り
。
後
の
世
に
病
気
な
ら
ば
、
汝な
ん
じ

、
蘇
民

将
来
の
子
孫
と
云
う
て
、
茅
の
輪
を
持
ち

て
腰
に
着
け
た
る
人
は
免
れ
な
む
」
と
言

っ
た
。

　

こ
こ
に
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
武
塔
神

の
習
合
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
伊い

ろ

は
呂
波
字じ
る
い
し
ょ
う

類
抄
』
に
は「
天て
ん
じ
く竺

北
方
の
九く
そ
う
こ
く

相
国
に
吉き
っ
し
ょ
う
え
ん

祥
園
が
あ
り
、
牛
頭

天
王
は
そ
の
城
の
王
で
武
塔
天
神
と
も
云

う
。」
と
あ
り
、
武
塔
神
と
牛
頭
天
王
は

こ
こ
で
繋
が
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
説
か
ら
、
牛
頭
天
王
は
ス

サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
同
一
で
、
厄
災
や
病

気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
存
在
で
あ
る
こ

と
、
茅
の
輪
が
こ
れ
ら
の
防
除
に
効
果
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
天
王
祭
と
称

し
て
な
い
が
夏
の
大
祓
い
と
し
て
茅
の
輪

く
ぐ
り
を
し
た
り
、
茅
や
人
形
な
ど
に
厄

を
移
し
そ
れ
を
水
に
流
し
た
り
す
る
地
域

は
数
多
く
現
存
し
て
お
り
、
牛
頭
天
王
信

仰
が
広
範
囲
に
伝
播
し
た
こ
と
を
感
じ
さ

せ
る
。

三
．
尾
張
津
島
天
王
祭

　

牛
頭
天
王
信
仰
の
本
社
の
津
島
神
社

で
行
わ
れ
る
祭
礼
行
事
は
、
津
島
神
社

が
神み
よ
し葭
神し
ん
じ事
を
行
い
、
市い
ち
え
ぐ
る
ま

江
車
が
朝
祭
、

津
島
五
車
が
宵よ
い
ま
つ
り祭
と
朝あ
さ
ま
つ
り祭
を
担
う
。
一
般

的
に
は
華
や
か
に
巻ま
き
わ
ら
ぶ
ね

藁
舟
や
花
火
な
ど

で
演
出
さ
れ
る
宵
祭
が
有
名
で
あ
る
が
、

こ
の
祭
で
根
幹
と
な
る
の
は
、
本
祭
で
あ

る
朝
祭
と
津
島
神
社
が
行
う
神
葭
神
事

と
い
え
る
。

　

朝
祭
は
、
市
江
車
と
津
島
五
車
の
合
計

六
艘
の
車だ
ん
じ
り
ぶ
ね

楽
船
が
行
事
を
担
う
。
神み
こ
し輿

還か
ん
ぎ
ょ御
の
準
備
が
で
き
る
と
津
島
神
社
か
ら

お
迎
え
が
来
て
、
市
江
車
を
先
頭
に
し
て

楽が
く

を
奏そ
う

し
な
が
ら
出
船
す
る
。
中
の
島
付

近
ま
で
進
む
と
市
江
車
に
乗
船
し
て
い
た

鉾ほ
こ

持
ち
が
川
へ
飛
び
込
み
泳
い
で
上
陸
す

る
。
そ
し
て
、
三
番
鉾
が
楼
門
前
の
石
橋

に
張
ら
れ
た
注し
め
な
わ

連
縄
を
切
っ
て
拝
殿
前
へ

進
む
。
こ
れ
に
よ
り
御お
た
び
し
ょ

旅
所
か
ら
神
輿
が

還
御
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

神
葭
は
厄
病
の
依よ

り
代し
ろ

と
し
て
一
年
間

神
社
の
本
殿
に
納
め
ら
れ
る
も
の
で
、
六

月
一
日
の
神
葭
刈
場
選
定
神
事
に
始
ま

り
、
朝
祭
後
の
深
夜
に
行
わ
れ
る
神
葭
流

し
で
古
い
神
葭
を
流
し
て
終
る
。
放
流
さ

れ
た
神
葭
は
天
王
川
が
締
め
切
ら
れ
る
ま

で
は
下
流
部
や
伊
勢
湾
沿
岸
へ
流
れ
て
い

き
、漂
着
先
で
は
神
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。

弥
富
市
指
定
文
化
財
で
あ
る「
お
み
よ
し

松
」
に
は
、
神
葭
の
漂
着
を
記
念
し
て
植

樹
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。

現
在
の
天
王
川
は
築
き
留
め
ら
れ
て
池
と

な
っ
た
た
め
、
放
流
の
翌
日
に
神
葭
が
漂

着
し
た
と
し
て
着
岸
祭
が
行
わ
れ
、
七
五

日
間
祀
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本

来
の
祭
礼
行
事
と
は
切
り
離
し
て
、
別
個

に
考
え
る
べ
き
も
の
と
い
え
る
。

四
．
愛
知
県
海
部
津
島
地
域
の

牛
頭
天
王
信
仰

　

蟹
江
町
の
富と
み
よ
し
た
て
は
や

吉
建
速
神じ
ん
じ
ゃ社
で
行
わ
れ

る
須す
な
り
ま
つ
り

成
祭
は
、
尾
張
津
島
天
王
祭
に
似
た

船
祭
り
が
行
わ
れ
、
宵
祭
に
は
巻
藁
舟
、

朝
祭
に
は
車
楽
船
が
出
船
す
る
。そ
し
て
、

朝
祭
の
翌
日
の
朝
に
神
社
横
の
蟹
江
川

へ
御み
よ
し葭
流
し
を
行
う
。
津
島
と
は
異
な
り

御
葭
刈
り
か
ら
宵
祭
、
朝
祭
、
御
葭
流
し

ま
で
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

過
去
の
御
葭
流
し
は
実
際
に
川
下
へ
流

さ
れ
た
が
、
現
在
は
そ
の
場
所
に
係
留
さ

れ
て
七
日
後
に
引
上
げ
ら
れ
る
。
引
き
上

げ
ら
れ
た
御
葭
は
神
社
の
境
内
に
設
置

さ
れ
た
棚
の
上
に
七
五
日
間
祀
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
巻
藁
舟
を
川
や
池
に
浮
か

べ
て
行
う
祭
礼
は
、
か
つ
て
は
弥
富
市
六

條
町
の
津
島
神
社
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
当
地
域
以
外
に
も
、
洲
崎
天
王
と

呼
ば
れ
た
名
古
屋
市
中
区
の
洲
崎
神
社
、

熱
田
区
の
熱
田
神
宮
南
新
宮
社
な
ど
で
も

行
わ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
民
間
信
仰
と

し
て
天
王
信
仰
は
あ
っ
た
。
愛
西
市
の
旧

立
田
町
や
旧
八
開
村
に
は「
オ
ミ
ヨ
シ
サ

ン
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
あ
る
。
八

開
村
の
川
北
で
は
堤
防
上
に
竹
と
真ま
こ
も菰
で

棚
を
作
り
、
そ
こ
へ
津
島
神
社
で
受
け
て

き
た
御
札
を
二
ヶ
月
間
祀
る
。
祭
が
終
る

と
天
王
送
り
と
称
し
て
分
解
し
た
棚
と
御

札
を
川
へ
流
す
。
こ
れ
に
類
似
し
た
祭
は

「
オ
タ
チ
ク
サ
ン
」
と
し
て
知
多
半
島
で

も
見
ら
れ
る
。
仮
の
祠ほ
こ
ら

を
設
け
て
津
島
神
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社
の
御
札
を
祀
る
の
は
同
じ
だ
が
、
常
滑

市
西
ノ
口
町
や
日
間
賀
島
で
は
、
神み
よ
し葭
に

御
札
を
く
く
り
つ
け
た
も
の
を
海
に
浮
か

べ
て
、
津
島
神
社
か
ら
神
葭
が
漂
着
し
た

こ
と
を
演
出
し
て
祭
を
行
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
信
仰
は
津
島
神
社
の
神
葭
流
し
後

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
津
島
神
社
で

の
祭
礼
を
強
く
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
津
島
神
社
の
神
葭

流
し
は
見
て
は
な
ら
な
い

秘
祭
と
さ
れ
、
上
流
で
は

厄
病
の
依
り
代
と
し
て
忌

む
べ
き
存
在
の
神
葭
だ
が
、

下
流
部
で
は
逆
に
歓
迎
さ

れ
て
祀
ら
れ
る
存
在
に
転

化
し
て
い
る
。
下
流
部
で

は
厄
病
を
掌
つ
か
さ
ど

り
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
神
と
し
て
積
極

的
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
存
す
る
大
規
模
な
祭

礼
は
蟹
江
町
の
須
成
祭
だ

け
だ
が
、
津
島
神
社
の
御

札
を
仮か
り
ほ
こ
ら祠
に
一
定
期
間
祀

る
オ
ミ
ヨ
シ
サ
ン
や
子
供

ザ
イ
レ
ン
は
各
地
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、

海
部
地
域
で
牛
頭
天
王
が
広
く
信
仰
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

五
．
三
重
県
北
勢
地
方
の

牛
頭
天
王
信
仰

　

北
勢
地
方
で
は
、
現
在
で
は
大
規
模
な

祭
礼
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

四
日
市
市
の
椿つ
ば
き
ぎ
し岸
神じ
ん
じ
ゃ社
で
は
湯
立
て
を

行
い
、子
供
た
ち
が
提
灯
の
奉
納
を
行
う
。

市
内
に
は
、
天
王
祭
を
あ
ん
ど
ん
祭
と
呼

ん
で
提
灯
を
飾
る
地
区
や
、
茅
の
輪
く
ぐ

り
を
行
う
地
区
も
多
い
。

　

鈴
鹿
市
で
は
茅
の
輪
く
ぐ
り
と
と
も
に

か
ん
こ
踊
り
を
行
う
地
域
も
あ
る
。
か
ん

こ
踊
り
と
は
、若
者
が
頭
に
鳥
の
毛
の「
カ

ブ
ト
」
を
つ
け
、
襦じ
ゅ
ば
ん袢
や
股
引
を
身
に
つ

け
、
鞨か
っ
こ鼓
と
呼
ば
れ
る
太
鼓
を
首
か
ら
さ

げ
て
、
ほ
ら
貝
や
鉦か
ね

、
歌
に
合
わ
せ
て
踊

る
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
に
広
く
分
布
し

て
お
り
、
三
重
県
下
で
は
中
勢
地
方
や
伊

賀
地
方
に
多
く
見
ら
れ
る
。
鈴
鹿
市
は
こ

れ
ら
の
地
域
に
隣
接
す
る
た
め
影
響
を
受

け
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
白
子
町
の
久く

る

ま
留
真
神じ
ん
じ
ゃ社
は
か
つ

て
福ふ
く
と
く徳
天て
ん
の
う
し
ゃ

王
社
と
呼
ば
れ
、
七
月
一
四
日

に
天
王
祭
を
行
う
。
祭
で
は
、
粳う
る
ち
ま
い米
の
粉

を
大
豆
の
大
き
さ
に
し
て
油
で
揚
げ
た
油

団
子
を
奉
納
し
、
祭
の
終
了
後
に
参
詣
者

へ
授
与
す
る
。
こ
れ
は
津
島
神
社
の
門
前

で
売
ら
れ
て
い
る「
あ
か
だ
」
に
似
て
お

り
興
味
深
い
。

六
．
岐
阜
県
西
濃
地
方
の

牛
頭
天
王
信
仰

　

西
濃
地
方
に
は
津
島
神
社
を
祀
る
神
社

が
数
多
く
あ
り
、
前
顕
の
調
査
で
判
明
し

た
分
霊
社
二
五
四
社
の
う
ち
、
一
〇
七
社

が
津
島
神
社
を
名
乗
っ
て
い
る
。

　

大
垣
市（
旧
墨
俣
町
）
に
あ
る
津
島
神

社
の
す
の
ま
た
天
王
祭
は
毎
年
七
月
下
旬

に
行
わ
れ
る
。「
お
天
王
さ
ん
」
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
、
現
在
で
も
作
り
物
を
出
し

た
り
、
提
灯
を
飾
っ
て
祭
礼
を
行
う
。

　

海
津
市
で
は
、
帆
引
新
田
が
村
の
境
界

に
注
連
縄
を
張
っ
て
津
島
神
社
の
御
札

を
仮
の
祠
に
祀
っ
て
い
た
。
詳
細
は
不
明

だ
が
、
海
部
津
島
地
域
の
オ
ミ
ヨ
シ
サ
ン

と
同
じ
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
長
久
保
で
は
五
重
の
竹
の

輪
に
提
灯
を
一
二
〇
個
つ
け
た「
つ
き
も

の
」
を
作
っ
て
寺
か
ら
神
社
ま
で
練
り
込

ん
だ
。

　

こ
の
地
方
で
は
、
過
去
に
天
王
祭
を

行
っ
て
い
た
り
、
津
島
神
社
の
御
札
を

戸
口
に
飾
る
風
習
な
ど
、
信
仰
は
確
認

で
き
る
の
だ
が
、
大
規
模
な
祭
礼
行
事

は
あ
ま
り
確
認
で
き
な
い
。

七
．
さ
い
ご
に

　

木
曽
三
川
下
流
域
の
牛
頭
天
王
信
仰
を

み
る
と
、
神
葭
や
茅
、
津
島
神
社
の
御
札

が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。し
か
し
、

こ
の
地
方
を
離
れ
る
と
必
ず
し
も
こ
れ
ら

に
と
ら
わ
れ
ず
、
様
々
な
形
態
で
行
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
か
つ
て
津
島
御
師
の
檀
那
場

だ
っ
た
伊
賀
や
甲
賀
地
域
で
は
、
本
社
の

祭
礼
形
態
は
伝
わ
っ
て
い
た
し
、
御
札
も

配
札
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
花
奪
い
や
団う
ち
わ扇

取
り
な
ど
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。
地
区
や
個
人
か
ら
奉
納
さ
れ
た

花か
が
い蓋
や
花
傘
、
団
扇
を
奪
い
合
い
、
奪
っ

た
花
に
防
疫
な
ど
の
ご
利
益
が
あ
る
と
さ

れ
る
。
も
と
も
と
、
集
落
内
の
厄
を
花
蓋

に
集
め
、
村
の
境
界
で
花
蓋
を
破
壊
や
焼

却
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
境
界
に
接

す
る
隣
村
は
、
持
ち
込
ま
れ
た
厄
を
さ
ら

に
先
の
村
へ
送
る
た
め
に
、
同
様
の
祭
礼

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
近
世
後
期
の
阿
山

郡
で
は
祭
礼
を
単
独
で
行
っ
て
は
な
ら
な

い
と
の
取
り
決
め
が
さ
れ
、
祭
礼
が
終
了

す
る
と
次
の
村
へ
伝
達
さ
れ
て
次
々
と
祭

礼
が
執
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
厄
が

村
か
ら
村
へ
と
送
ら
れ
て
い
く
の
は
、
津

島
神
社
か
ら
放
流
さ
れ
た
神
葭
が
下
流
の

村
々
で
祀
ら
れ
た
の
と
似
て
い
る
。ま
た
、

神
葭
が
歓
迎
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
破
壊

さ
れ
た
花
蓋
に
は
防
疫
の
ご
利
益
が
求
め

ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
神
葭
の
役
割
を
花
蓋

が
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

牛
頭
天
王
信
仰
は
、
津
島
御
師
が
檀
那

場
を
訪
れ
て
御
札
を
配
る
こ
と
に
よ
っ
て

信
仰
範
囲
を
広
げ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

祭
礼
に
つ
い
て
は
本
社
の
形
態
を
必
ず
し

も
模
倣
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
土
地

に
あ
る
風
習
や
文
化
を
取
り
込
ん
で
い
っ

た
。
そ
の
た
め
、
祭
礼
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
増
え
、
牛
頭
天
王
信
仰
を
複
雑
な
も

の
と
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
今

後
も
津
島
御
師
が
檀
那
場
と
し
た
地
域
の

祭
礼
形
態
に
つ
い
て
、
地
域
の
歴
史
や
特

性
と
絡
め
な
が
ら
調
査
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。




